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中大･理工 松 下 貢
§1. はじめに
d次元空間内でds次元の下地 (substrate;ds<d)からパターンが成長するような状況を考え













hs ～ Sレ‖ (1a)
u,9 - 3吐 (1b)


















･- 2- V,.(D-ds ) (3)
が導かれる｡これが目標の式である｡
(3)式に 〃l が現れて レ⊥ がない理由は,上述したようにサイズ分布が成長の過程でのクラス
ター相互の競争によって決まり,その勝ち負けは専ら下地からの高さで規定されるからである｡
[勿論,個々の問題によって必ず レ日とyLとの間にモデルに依存 した関係式が存在するはずだ
から, yl の代 りに ylで書けないことはない｡]I
§5.議 論
全体のパターンと個々のクラスターとが同じ自己相似なフラクタル構造を持っ場合には
り‖-yl- y- DJl だから,(3)式は






























7. DLAに関連 した2つの話題-枝の大きさ分布とコヒー レント異常法
神戸大 ･理 高安秀樹,高安美佐子,中村隆志
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